
～保護者の皆様へ～ 

何のために家庭学習を行うのか… 

 本校は「地域をリードする人材の育成（リーダーシップ・フォロワーシップ）」や

「地域との協働等」を核とした「義務教育学校」に生まれ変わりました。また，「令

和の日本型教育」では，「指導の個別化」「学習の個性化」が一層求められていると

ころです。 

 

 

 

 

 

 

 学校で目指す児童生徒像に即して，家庭においても自ら進んで課題を見いだし，

自律的に学習に取り組む子供に育ってほしいと願っています。 

 そこで，前期課程で取り組む家庭学習で目指す子供たちの姿を以下のように設定

しました。 

 

 

 

 これは，本校「総合的な学習の時間」や「地域学」において目指している「見つ

ける」「関わる」「探究する」「協働する」「価値を生み出す」などの子供の姿につな

がるものです。具体的な進め方は，児童向け「家庭学習の取組」を御覧ください。  

 ５月頃をめどに，新しい取組を始めていきます。  

 
家庭学習の概要（2022年度～） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜義務教育学校として目指す児童生徒像＞ 

①地域の「人やもの，こと」と積極的に主体的にかかわり，自己や地域社会に自

信と誇りをもつ姿 

②自己の強みを「影響力」として発揮し，状況に応じて他者を支え協働する姿 

③自ら学ぶ力と社会に参画する態度を身に付ける姿 

学校の授業や，身のまわりの「人・もの・こと」の中から「やってみたい！」 

「はてな？」「どうして？」を見付け，進んで学習できるようになろう 

 

 

 

 

 

 

 授業や生活の中で子供たちが「自分に必要な学び」を 

見いだす経験（ノートを中心に・週１回程度） 

回数の充実 個別最適な内容 タブレット 
ドリルの活用 

宿題 
子供たちの選択 内容の工夫 

短期的な学力の保障 ノート学習につながる内容 
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高学年 

低学年からスタートする土台づくり 

授業や生活の中で子供たちが「本当にやりたいこと」を 
見いだす経験（ノートを中心に・週１回程度） 

授業の中から「やり
たい」を見付けよう 

１週間の中で，相談
しながら見付けてい
こう！ 

好きなことを深めてい
きたいな，苦手を得意
に変えたいな 

自分で学ぶ力が成長
してきたね！後期課
程に向けて大切なこ
とだよ！ 

後 期 課 程 進 級 へ ！ 


